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２．対象学生と目的 
協議に参加した学生は「教育実習事前事後指導」を履修している 3 年生 9 名であり、将来
取得を希望する免許の教科は、「中学校・高等学校理科」3 名、「中学校・高等学校数学」6
















いて協議を行い、検討することとした。この取組の概要を表 1 にまとめた。 
 
公立千歳科学技術大学紀要第 2 巻第 1 号 (2021) 
11 
 









図１ KJ 法による協議（9/22） 
 
8月3日 春13講 課題提示 課題内容提示「こういう授業は、このようにこのように改善してほしい（問題
点と改善点を記入）こんなところが良い授業だ（良い点を記入）」
一人合計１０項目以上
9月22日 秋2講 グループ協議 9名を2つのグループ（VOD、ZOOMを分担）に分け、集まった意見を立場（目
線）により学生生徒、教員、共通に分類しKJ法を使って協議（50分）
10月初旬 グループ協議 前回続きを各グループで協議（90分）
11月10日 秋8講 グループ協議 モニターに映しながら項目、文言精査（40分）
12月1日 秋11講 グループ協議 モニターに映しながら項目、文言精査　全体で意見交換（90分）
12月8日 発表練習 プレゼンテーション内容のチェック（30分）
12月9日 発表 大学教職員FD研修として教職員向けに発表（15分）
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図 2 モニターを用いた協議（左：グループ 1 右：グループ 2 11/10） 
 
 8 月 3 日の課題について、9 名から提出された項目数は VOD について問題点と改善点は
52 点、良い点 38 点、ZOOM について問題点と改善点は 36 点、良い点が 41 点であった。 
 ９月 22 日の授業では、この結果をプリントで配付し、9 名を 5 名と 4 名のグループに分
け、5 名グループ（グループ 1）は VOD の授業について、4 名グループ（グループ 2）は
ZOOM の授業について検討することとした。それぞれのグループに課題で提出された項目
を小さい紙に印刷して渡し、どの目線で書かれたものかで分類し、さらに KJ 法で整理する
こととした。目線は、学生生徒、教員、教員と学生生徒共通の 3 つとした。この日は 50 分
間協議を行ったが時間が不足したため、後日各グループで協議の時間を設けて、整理するこ
とを課題とした。 
 この結果、VOD について問題点と改善点が 11 点、良い点 6 点、ZOOM については問題
点と改善点が 14 点、良い点が 17 点に整理された。 
 11 月 10 日の授業では、整理した項目について、ほとんど全ての授業に当てはまる項目
（授業全体）と個々の授業に当てはまる項目に分類し、さらに項目の文言をわかりやすくす
るよう精査を行った。 
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1 学生生徒のネット環境に依存しやすい 学校側からアナウンスを適宜行う 学生生徒
2 質問が行いづらい・グループワークが行えない ZOOMによる質問受付やグループワークを実施する 学生生徒
3 発問の効果が得にくい 発問に対する解答を課題とする 教員
4 目が疲れる 教員から休憩を呼びかける、授業を分ける 学生生徒
5 授業中に評価がつけづらいため課題が多くなる 評価方法を明確にし、それに沿った課題を課す 教員
6 授業の内容が説明不足になりやすい ZOOMを用いて質問を受け付ける 共通
7 指示が不明確になりやすい 対面よりもより細かな指示をする 共通
8 重要な授業の部分しか視聴しない学生がいる 授業と並行して取り組むプリントを配付する 学生生徒
1-b 個々の授業について
問題点 改善の方向 視点
1 音声がない授業がある 音声を付け学生生徒の集中力を向上させる 学生生徒
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2 目が疲れる 休憩を入れる 共通




















4 授業の展開が一方向である Zoomのアンケート機能やチャットを活用する 学生生徒



















































図 3 教職員ＦＤ研修会での提言(12/9) 
 
 12 月 9 日に行われた FD 研修会では、3 年生 8 名が出席し、「望ましい遠隔授業」につい
て、VOD、ZOOM 各 5 分、計 10 分間学生が発表を行い、質疑応答が行われた。 
 その後に開催された FD 委員会では、「学生の意見を聞くことはとても有意義であった」
との意見があった。以下に FD 委員会の議事録の一部を掲載する。 
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１ 進んだ  ２ 少し進んだ  ３ あまり進まなかった  ４ 進まなかった 
Ｑ２ 望ましい遠隔授業についての自分自身の方針（記号に○をつける） 
１ 確立できた  ２ 少し確立できた ４ あまり確立できなかった  ５ 確立できなかっ
た 
Ｑ３ 望ましい遠隔授業を行う実践力（記号に○をつける） 






Ｑ１ １・・・5 名（56％）   ２・・・4 名（44％） 
Ｑ２ １・・・5 名（56％）   ２・・・4 名（44％） 














































マが時宜を得たものであったことと教職課程 3 年生の 9 名全員が積極的に真摯に取り組ん
だ成果である。 
また、本学の FD 研修会で学生の意見を発表したことは全国的にも希有なことであり、
学生にとっては貴重な体験であった。 
将来、この学生達が教職に就き中堅教員になる頃には、コロナ禍の影響の有無に関わら
ず遠隔授業がより一般的なものになっていることが予想される。そのような時代で活躍で
きるように、本学の教職課程の特色である「ICT を活用できる教員の育成」より一段高い
「ICT を高いレベルで活用できる教員の育成」へと高めることができたと考える。 
  
